
久留米西高等学校　年間授業計画

令和７年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

※同上

○ 7

（３組：北村） （４組：北村）

情報 情報Ⅰ 2

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解し，技能
を身につけているとともに，情報社会と人との
関わりについて理解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切
かつ効果的に用いている。

高等学校　情報Ⅰ　数研出版

情報

情報Ⅰ

【 知　識　　・　　技　能 】

（５組：北村）

【思考力・判断力・表現力】

【主体的に学習に取り組む態度】

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するととも
に，情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的
に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

（６組：北村）

情報社会との関わりについて考えながら，問題
の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術
を活用し，自ら評価し改善しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

配当
時数

１
学
期

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 知 思 主

○ 2

○ 7

○ ○ ○

○

○ ○

2

指導項目・内容 評価規準

オリエンテーション
第1章
A　情報とは何か
B　情報源と情報の検証
C　情報とメディアの特性
D　問題解決のプロセス
教科書・デスクトップコンピュータ

教科

※同上

情報 情報Ⅰ

（１組：北村） （２組：北村）

○ ○ ○ 3

○

○ 6

○

２

学

期

第１編　情報社会の問題解決
　第１章　情報とメディア
　第２章　情報社会における法とセキュリティ
　第３章　情報技術が社会に及ぼす影響
【 知　識　及　び　技　能 】
・情報やメディアの特性を踏まえ、情報と情報
技術を活用して問題を発見・解決する方法を身
につける。
・情報に関する法規や制度、情報セキュリティ
の重要性、情報社会における個人の責任および
情報モラルについて理解する。
・情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす影
響について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切
かつ効果的に活用して問題を発見・解決する方
法について考える。
・情報に関する法規や制度およびマナーの意
義、情報社会において個人の果たす役割や責
任、情報モラルなどについて、それらの背景を
科学的に捉え、考察する。
・情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望
ましい情報社会の構築について考える
【学びに向かう力、人間性等】
・情報社会との関わりについて考えながら，問
題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技
術を活用し，自ら評価し改善する。
・最後まで根気よく、丁寧に作業ができる。

【知識・技能】
・情報と情報技術を活用して問題を発見・解決する
方法を身につけたか。
・情報に関する法規や制度、情報セキュリティの重
要性、情報社会における個人の責任および情報モラ
ルについて理解したか。
・情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす影響に
ついて理解したか。
【思考・判断・表現】
・情報と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題
を発見・解決する方法について考えることができた
か。
・情報に関する法規や制度およびマナーの意義、情
報社会において個人の果たす役割や責任、情報モラ
ルなどについて、それらの背景を科学的に捉えられ
たか。
・情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望まし
い情報社会の構築について考えられたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報社会との関わりについて考えながら，問題の
発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用
し，自ら評価し改善する。
・最後まで根気よく作業できたか。

第２編　コミュニケーションと情報デザイン
　第１章　情報のデジタル表現
　第２章　コミュニケーション手段の発展と特
徴
　第３章　情報デザイン
　第４章　プレゼンテーション
【 知　識　及　び　技　能 】
・メディアの特性とコミュニケーション手段の
特徴について、その変遷も踏まえて科学的に理
解する。
・情報デザインが人や社会に果たしている役割
を理解する。
・効果的なコミュニケーションを行うための情
報デザインの考え方や方法を理解し表現する技
能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
・メディアとコミュニケーション手段の関係を
科学的に捉え、それらを目的や上記用に応じて
適切に選択する。
・コミュニケーションの目的を明確にして、適
切かつ効果的なデザインを考える。
・効果的なコミュニケーションを行うための情
報デザインの考え方や方法に基づいて表現し、
評価し改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
・情報社会との関わりについて考えながら，問
題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技
術を活用し，自ら評価し改善する。
・最後まで根気よく、丁寧に作業ができる。

【知識・技能】
・メディアの特性とコミュニケーション手段の特徴
について、その変遷も踏まえて科学的に理解した
か。
・情報デザインが人や社会に果たしている役割を理
解したか。
・効果的なコミュニケーションを行うための情報デ
ザインの考え方や方法を理解し表現する技能を身に
つけたか。
【思考・判断・表現】
・メディアとコミュニケーション手段の関係を科学
的に捉え、それらを目的や上記用に応じて適切に選
択することができるか。
・コミュニケーションの目的を明確にして、適切か
つ効果的なデザインを考えることができるか。
・効果的なコミュニケーションを行うための情報デ
ザインの考え方や方法に基づいて表現し、評価し改
善できるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報社会との関わりについて考えながら，問題の
発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用
し，自ら評価し改善する。
・最後まで根気よく作業できたか。

第2章
A　情報社会と法規・制度
B　個人情報の適正な利活用と保護
C　知的財産権
D　情報セキュリティ
E　情報セキュリティ対策のための技術
F　情報セキュリティ対策への意識
教科書・デスクトップコンピュータ

第3章
A　情報技術の発展と陰
B　情報技術の適切な活用

第1章
A　アナログとデジタル
B　デジタル情報の表現
C　文字のデジタル表現
D　音のデジタル表現
E　画像のデジタル表現
F　動画のデジタル表現
G　データの圧縮

第2章
A　通信とその進展
B　マスコミュニケーションの進展
C　情報の発信とメディアの特性

第3章
A　情報を表現する方法
B　ユニバーサルデザイン

第4章
A　プレゼンテーションとは
B　プレゼンテーションの流れと注意点

○

○

○
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○ 6

○ ○ ○ 5
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○

○ 5

〇 2

第2章
A　アルゴリズム
B　プログラミング言語とは
C　プログラミングの方法

第４編　情報通信ネットワークとデータの活用
　第１章　ネットワークの仕組み
　第２章　データベース
　第３章　データの分析
【 知　識　及　び　技　能 】
・情報通信ネットワークの仕組みや構成要素、
プロトコルの役割及び情報セキュリティを確保
するための方法や技術について理解する。
・データを蓄積、管理、提供する方法、情報通
信ネットワークを介して情報システムがサービ
スを提供する仕組みと特徴について理解する。
・データを表現、蓄積するための表し方と、
データを収集、整理、分析する方法について理
解し技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・目的や状況に応じて、情報通信ネットワーク
における必要な構成要素を選択するとともに、
情報セキュリティを確保する方法について考え
る。
・情報システムが提供するサービスの効果的な
活用について考える。
・データの収集、整理、分析及び結果の表現の
方法を適切に選択し、実行し、評価し改善す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・情報社会との関わりについて考えながら，問
題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技
術を活用し，自ら評価し改善する。
・最後まで根気よく、丁寧に作業ができる。

【知識・技能】
・情報通信ネットワークの仕組みや構成要素、プロ
トコルの役割及び情報セキュリティを確保するため
の方法や技術について理解できたか。
・データを蓄積、管理、提供する方法、情報通信
ネットワークを介して情報システムがサービスを提
供する仕組みと特徴について理解できたか。
・データを表現、蓄積するための表し方と、データ
を収集、整理、分析する方法について理解し技能を
身に付けられたか。
【思考・判断・表現】
・目的や状況に応じて、情報通信ネットワークにお
ける必要な構成要素を選択するとともに、情報セ
キュリティを確保する方法について考えることがで
きたか。
・情報システムが提供するサービスの効果的な活用
について考えることができたか。
・データの収集、整理、分析及び結果の表現の方法
を適切に選択し、実行し、評価し改善できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報社会との関わりについて考えながら，問題の
発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用
し，自ら評価し改善する。
・最後まで根気よく作業できたか。
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学
期

7

○ ○ ○ 9

○ ○

○

○ ○

○ ○

〇 〇

第3章
A　モデル化
B　シミュレーション

第1章
A　コンピュータネットワーク

第2章
A　データベース
B　さまざまな情報システム

第1章
B　通信プロトコル
C　パケット通信
D　通信の信頼性
E　ＩＰアドレスとドメイン名
F　ＷＷＷの仕組みとＵＲＬ
G　電子メールの送受信の仕組み
H　情報の暗号化

第3章
A　データのさまざまな形式
B　データの収集法法
C　データの種類と尺度水準
D　データの分析
E　テキストマイニング

○ ○

第３編　コンピュータとプログラミング
　第１章　コンピュータのしくみ
　第２章　プログラミング
　第３章　モデル化とシミュレーション
【 知　識　及　び　技　能 】
・コンピュータや外部装置の仕組みや特徴、コ
ンピュータでの情報の内部表現と計算に関する
限界について理解する。
・アルゴリズムを表現する手段、プログラミン
グによってコンピュータや情報通信ネットワー
クを活用する方法について理解し技能を身につ
ける。
・社会や自然などにおける事象をモデル化する
方法、シミュレーションを通してモデルを評価
し改善する方法について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・コンピュータで扱われる情報の特徴とコン
ピュータの能力との関係について考察する。
・目的に応じたアルゴリズムを考え適切な方法
で表現し、プログラミングによりコンピュータ
や情報通信ネットワークを活用するとともに、
その課程を評価し改善すること。
・目的に応じたモデル化やシミュレーションを
適切に行うとともに、その結果を踏まえて問題
の適切な解決方法を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・情報社会との関わりについて考えながら，問
題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技
術を活用し，自ら評価し改善する。
・最後まで根気よく、丁寧に作業ができる。

【知識・技能】
・コンピュータや外部装置の仕組みや特徴、コン
ピュータでの情報の内部表現と計算に関する限界に
ついて理解できているか。
・アルゴリズムを表現する手段、プログラミングに
よってコンピュータや情報通信ネットワークを活用
する方法について理解し技能を身につけたか。
・社会や自然などにおける事象をモデル化する方
法、シミュレーションを通してモデルを評価し改善
する方法について理解したか。
【思考・判断・表現】
・コンピュータで扱われる情報の特徴とコンピュー
タの能力との関係について考察できたか。
・目的に応じたアルゴリズムを考え適切な方法で表
現し、プログラミングによりコンピュータや情報通
信ネットワークを活用するとともに、その課程を評
価し改善できるか。
・目的に応じたモデル化やシミュレーションを適切
に行うとともに、その結果を踏まえて問題の適切な
解決方法を考えることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報社会との関わりについて考えながら，問題の
発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用
し，自ら評価し改善する。
・最後まで根気よく作業できたか。

第1章
A　コンピュータの構成
B　コンピュータのソフトウェア
C　コンピュータでの表現の内部表現


